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図書
と し ょ

コラボ給 食
きゅうしょく

について 
 

「どろぼうねこのおやぶんさん」   ぶん：小松
こ ま つ

 申
のぶ

尚
ひさ

 え：かのう かりん 
 

１０月
がつ

１７日
にち

（金
きん

）の「さんまのかば焼
や

き」から「どろぼうねこのおやぶんさん」の 

本
ほん

の紹介
しょうかい

です。 

ある町
まち

の商店街
しょうてんがい

をなわばりにしている一匹
いっぴき

の“ねこ”がいます。この“ねこ”は 

商店街
しょうてんがい

の魚屋
さかなや

さんと顔
かお

なじみです。 

ある時
とき

、電気屋
で ん き や

さんのテレビから不思議
ふ し ぎ

な天気
て ん き

予報
よ ほ う

が流
なが

れてきます。「この商店街
しょうてんがい

だけ“晴
は

れのちさん

ま、ところによりさば”」。たくさん魚
さかな

が降
ふ

ってきては困
こま

ってしまう魚屋
さかなや

さんは“ねこ”に助
たす

けを求
もと

めま

した。 

実
じつ

はこの“ねこ”は「どろぼうねこの親分
おやぶん

」なのです。町中
まちじゅう

から仲間
な か ま

の猫
ねこ

を集
あつ

めました。 

さあ、この商店街
しょうてんがい

はいったいどうなったでしょうか？！ 

この本
ほん

は図書室
としょしつ

にあります。ぜひ読
よ

んでみてください。 

2025年
ねん

の十
じゅう

五
ご

夜
や

は 10月
がつ

6
むい

日
か

、

十
じゅう

三
さん

夜
や

は 11月
がつ

2
ふつ

日
か

です。 

ようやく朝晩
あさばん

の暑
あつ

さが和
やわ

らぎ、だんだんと秋
あき

の気配
け は い

を感
かん

じるように

なってきました。 

昔
むかし

から、秋
あき

は１年
ねん

のうちで最
もっと

も月
つき

がきれいに見
み

える季節
き せ つ

とされ、

昔
むかし

の暦
こよみ

（旧暦
きゅうれき

）で秋
あき

の真
ま

ん中
なか

にあたる８月
がつ

１５日
にち

の十五夜
じゅうごや

の月
つき

を

「中 秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」と呼
よ

んで、月
つき

を観賞
かんしょう

する“お月見
つ き み

”の行事
ぎょうじ

が行
おこな

われ

てきました。 

ちょうどこの時期
じ き

に里
さと

いもが収穫
しゅうかく

されることから、里
さと

いもをお供
そな

え

したり、「きぬかつぎ」などの里
さと

いも料理
りょうり

を食
た

べたりする風習
ふうしゅう

もあり、

別名
べつめい

で「芋
いも

名月
めいげつ

」ともいいます。 

また、十五夜
じゅうごや

からひと月
つき

ほど後
あと

の十三夜
じゅうさんや

でも“お月見
つ き み

”をする風習
ふうしゅう

があり、両方
りょうほう

合
あ

わせて“お月見
つ き み

”をすると縁起
え ん ぎ

が良
よ

いとされています。 


